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赤い羽根共同募金の援助をいただいております。
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

会
員
に
喜
ば
れ
る

�

楽
し
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
を

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

会
長
　
島
村
　
紀
生
　

共
に
目
指
す
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

�

筑
紫
野
市
長
　
平
井
　
一
三

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
7
年
の
よ
き
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
健
康・友
愛・奉
仕
の
精
神
に
則
り
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
福

祉
増
進
へ
貢
献
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
6
年
4
月

1
日
の
時
点
で
、
高
齢
化
率
が
26
・
6
％
と
な

り
4
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
が
既
に

到
来
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
か
ら
若
者
ま
で
、

全
て
の
人
が
い
き
い
き
と
元
気
で
活
躍
し
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
令
和
6
年
4
月

か
ら
、
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
七
次
総
合
計
画
」

の
計
画
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
ひ
と
が
輝
き 

自
然
が
息
づ
く 

住
み
続
け
た
い

幸
福
実
感
都
市
」
の
実
現
の
た
め
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
を
は
じ
め
、
社

会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
な
か
で
、
筑
紫
野
市

が
持
続
可
能
で
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
成
長
す
る
ま
ち

で
あ
る
た
め
に
は
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
連

携
や
協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、長
年
に
わ
た
り
地
域
の
絆
を
育
み
、「
健

康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
・

地
域
へ
の
恩
返
し
」
に
向
け
て
、
各
種
事
業
を

推
進
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

知
識
や
経
験
、
そ
し
て
温
か
い
ご
支
援
は
、
私

た
ち
の
ま
ち
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
、
支
え
合
い
の
精
神
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
引
き

続
き
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
巳
の
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
当
連
合
会
の
事
業
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が

た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
は
昨
年
9
月
1
日
現
在
、
9
万
5
、

１
１
９
人
と
聞
き
、
正
に
人
生
１
０
０
年

時
代
に
突
入
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
加
齢

は
人
等
し
く
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
老
化

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
や
認
知
症
な
ど
色
々
な

心
配
が
起
こ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
投
資
詐

欺
や
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
、
ご
く
最
近
は
、
闇

バ
イ
ト
緊
縛
詐
欺
ま
で
加
わ
り
心
配
事
は

つ
き
ま
せ
ん
。
長
生
き
す
る
こ
と
は
必
ず

し
も
幸
せ
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

健
康
長
寿
に
は
、
栄
養
・
運
動
・
社
会
参

加
の
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
会
員
の
仲

間
と
楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
会
員
に

喜
ば
れ
る
楽
し
い
活
動
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
自
分
自
ら
が
楽
し

む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
を
基
盤
と
す

る
高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織
と
し
て
、
仲

間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
活
を
豊
か
に
す

る
楽
し
い
活
動
を
行
う
と
共
に
、
こ
れ
ま

で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
地
域
の

諸
団
体
と
共
同
し
て
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
に
取
組
み
、
明
る
い
長
寿
社

会
づ
く
り
、
保
健
福
祉
活
動
に
努
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
当
連
合
会

で
は
、
会
員
の
輪
を
広
げ
、
お
互
い
の
連

帯
と
融
和
を
図
り
な
が
ら
、
連
合
会
の
発

展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
会
員
並
び
に
ご
家
族

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
各
地
区
連
合
会
並
び
に
各
単
位

ク
ラ
ブ
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
　
市
川
　
隆
利

支
え
あ
う
長
寿
社
会
に
向
け
て

筑
紫
野
市
議
会

�

議
長
　
赤
司
　
泰
一

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
の
推
進
を

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
会

の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
頃
か
ら
、
高
齢
者
の
皆
様
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
、
本
市
の
高
齢
者
福
祉
に
大
き

く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
令
和
7
年
に
団
塊
の
世
代

が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
る
等
、
高
齢

化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
筑
紫
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
見

守
り
活
動
や
日
常
生
活
の
支
援
体
制
の
構

築
な
ど
、
共
に
支
え
あ
う
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
令
和
7

年
度
か
ら
新
た
に
5
年
間
の
第
3
次
地
域

福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
す
。
本
市
に
住
む
全
て
の
人
々
が
、

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
筑
紫
野
市
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
第
3
次
計
画
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
培
っ
た
豊
か

な
経
験
、
知
識
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
、

ご
自
身
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
な
が
ら
、

共
に
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

力
添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
充
実
し
た
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
な
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
島

村
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
や
保
健
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
団
塊

の
世
代
の
方
々
が
全
て
75
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
が

全
人
口
の
約
18
％
と
な
り
、
国
民
の
医
療

や
介
護
の
需
要
が
、
さ
ら
に
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
更
に
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
や
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」
に
向
け

た
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、
誰
も
が

元
気
に
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
明

る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
筑
紫
野
市
の
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
皆
様
は
、「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

を
通
じ
て
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
、
生
活
を

豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
や
、
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
地
域
の
諸
団
体

と
協
調
し
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
仲
間
と
つ
な
が
り
、
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
、「
健
康
、

友
愛
、
奉
仕
」
を
柱
に
会
員
の
皆
様
が
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
、

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

●
●
部

●
●
部

総
務
部

総
務
部

　

11
月
6
日
（
水
）
に
筑
後
船
小
屋
温
泉
「
公
園
の
宿
」
で
開
催

し
た
令
和
6
年
度
・
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会
で
は
、
6
地
区
が

そ
れ
ぞ
れ
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
一
部
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
運
営
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
シ
ニ
ア
連
　
令
和
6
年
度
・
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

66
ク
ラ
ブ
が
事
例
発
表
で
魅
力
を
発
信
！

ク
ラ
ブ
が
事
例
発
表
で
魅
力
を
発
信
！

　昭和58 年に発足し、令和6 年に40 周年の祝いを盛大に実施し
た。活動の基本方針は「会員相互の親睦を図り、健康づくり、福祉の
向上及び地域への貢献を図り諸施策を積極的に実施する」である。
　諸施策の運営資金について、毎月第 2 土曜日の資源ごみの回収
の回覧板を配布し、地域の協力を得、また公園の除草を行うことで
年間約30 万円程度の資金を確保している。それにより、各行事に
1 人当たり約2000 円程度の出費がかかるが、会費を徴収していな
い。だが、各行事には会員55 名の約70％の出席を得ている。
　今後の課題として、会員の平均年齢は81.4 歳で、役員も高齢化
により役員のなり手に危惧している。したがって、今回総会の規約
の65 歳の加入を撤廃するとともに、会員加入のチラシ及び今まで
会員のみに配布していた「ときわ会情報」を、資源ごみ回収のチラ
シの裏面に印刷して、ときわ会の情報を地域に提供することによ
り理解を図っている。

　原田行政区は筑紫野市に82 ある行政区の中で人
口規模が最大で、原田長寿会の会員数は89 名で、光
が丘単位クラブを除けば、市シニア連内で最多とな
っています。
　特に力を入れている活動および行事として、世話
人会、ペタンク競技、新規入会勧誘、日帰りバスツア
ーがあります。
　世話人会は役員＋10 名の計15 名からなり、会議
資料の充実や互いの連絡を密にし、認識の共有を図
っています。また、ペタンク競技は月２回行ってお
り、和やかに談笑しながら、競技というより練習の

会の運営資金の捻出と
� 会の高齢化対策

原田長寿会の活動の現状について

二日市地区 曙町クラブ

筑紫南地区 原田クラブ

会長　渡邉　英敏会長　渡邉　英敏

会長　原　隆会長　原　隆

ような感じ。90 歳代の方々も参加す
るなど誰もが気軽に楽しめ、身体を
動かせるのが特長です。日帰りバス
ツアーは歩き回らなくてよいプラ
ンにし、身体が多少不自由でも参加可能になりまし
た。
　新規入会勧誘は、会員数激減が最大の課題（前年
の105 名から16 名減で、現会員数89 名）の当会にと
って最重点活動です。入会案内書を作成して、敬老
会に出席した非会員26 名に「椿山」と共に手渡し
で配付しました。区会長にも相談しており、今後は
自治会の回覧板にて広く入会勧誘を行う予定です。



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（5）第 91号（5）第 91号 令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

●
●
部

●
●
部

総
務
部

総
務
部

　若葉中原シニアクラブは二日市東シニアク
ラブ連合会に属し、2 つの行政区が一緒にな
り、世帯数は約750 世帯です。
　地域的には針摺、紫ヶ丘、石崎地区に囲まれ
ており、当シニアクラブは昭和57 年（1982
年）に設立され43 年目を迎えています。現在
会員数は57 名で、男性39 名、女性18 名です。
　私が会長になり2 年半となりますが、これ
までコロナ等の影響等あり活動が限られてお
りました。当クラブでは極端に言えば役員の
活動状況が会員全てに伝わっておらず、会員
の中には「役員は何をしているのか分からな
い」と意見等もあり、私は会長としてまず会員
とのパイプづくりをして、理解してもらうこ
とが必要であると痛感いたしました。
　理事会等で問題提起して月々の我々役員の
行動やその時々の行事等を知ってもらうべく

「若中シニアクラブ通信」というタイトルで
A4 版1 枚の文章を1 カ月に1 回発行すること
を決めました。
　内容は役員の過去1 カ月の動向、翌月の予
定、主たる行事、会員の人事情報（入会、死亡
等）、裏面はシニア向けの川柳、クイズ等を掲
載し、用紙も白ではなく色付き用紙を使用す
ることにしました。このシニア通信を発行し
て、18 ヶ月が経過しましたが、会員の評価は
すこぶる良く、役員と会員の良い意思疎通の
場となっております。今後も継続して発行し
ていく予定です。

　永岡シニアクラブでは、毎回30名以上が参加する年
9回の永岡八幡宮の清掃（4・7・10月は自治会と合同）
や、春と秋の日帰り旅行（40名程度参加）等を行い、春、
秋のお彼岸には無縁仏供養祭を実施しています。また、
健康づくり活動としては、お宮の境内で月・水・金に行
っているグラウンド・ゴルフの練習や、グラウンド・ゴ
ルフ大会への参加をはじめ、健康教室（7月・11月）に
取組み、他にペタンク大会出場・ダーツ等の活動を推
進しています。社会奉仕活動で地域のゴミ拾い等、永岡
自治区の行事にも積極的に参加・応援し（いきいきサ
ロン・およど・餅つき大会・歩こう会・ほうげんきょう
等）、地域活動の活性化に寄与しています。
　今後の課題として挙げられるのは、会員の増加とシ
ニアクラブに加入していただく65～75歳の若手の成
長と育成です。現在、会員の平均年齢は80歳代に入り、
鬼籍に入られる方も増加しました。高齢化により、各地
区担当の役員・本部役員の新陳代謝が円滑にいかない
恐れが出てきました。自治区の役員経験者・青パト隊
員・福祉委員・民生委員等の強力なリーダーシップを
持った方々を一人でも多く老人会に参加をお願いし、
魅力ある永岡シニアクラブの再構築が必要と考えてい
ます。
　筑紫地区シニアクラブ連合会の課題も同様です。筑
紫地区に12地区のシニアクラブが存在したが、各地区
老人会の参加人数減少、高齢化、会長等の役員のなり手
が減少し、シニアクラブ連合会からの脱会・休止・廃止
が発生しています。この問題は、筑紫野市シニアクラブ
連合会全体の問題でもあります。
　各地区には、多くの人材がおられます。活性化の方向
に、対応策はないものでしょうか！

会員への情報提供と
� 親睦について

単位クラブ活動報告

二日市東地区 若中クラブ筑紫地区 永岡クラブ
会長　濵田　健一会長　濵田　健一会長　雨河　裕樹会長　雨河　裕樹



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 91号（6）第 91号（6）令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

総
務
部

総
務
部

　御笠地区シニアクラブ連合会を代表して、上阿志岐西シニアク
ラブ副会長が、主として喫緊の最重要課題である会勢拡大のため
の施策について、現在実施している事項および今後の検討事項に
ついて提言します。
　まずは問題認識です。①就労年齢の高年齢化によって60 代か
らの加入率が低調、②シニアクラブ以外のサークル活動への参
加、③「老人」「シニア」の文言に抵抗感、④シニアクラブの活動内
容が不明、活動内容の周知不足、認知度低調、⑤ライフスタイルの
変化等地域社会への帰属意識が低調であることが挙げられます。
　次に、活動上の課題・問題点として、①会員の高齢化に伴い、活
動内容が縮小されている。特に単位クラブの範囲が広い地域、公
共交通機関が整備されていない地域においては移動手段の問題
から活動への参加が少ない、②就労者の増加に伴う参加者の減
少、③役員のなり手がいない、④若手会員の加入不足から、後継者
の育成が不調など。
　そこで、課題解決に向けた提言として、「シニアクラブが魅力あ
る活動を進める」、「開かれたシニアクラブの運営をする」、「日常
のPR 活動を充実する」、「会員確保計画を策定して粘り強く働き
かける」等の日常の地道な活動が重要です。
　全老連の調査でも参加のきっかけは、「誘われたから」が最も多
いのです。また、勧誘にあたっては「高年は高年に」「女性は女性
に」「若手は若手に」行うことが有効であることが同会の調査で判
明しています。会員一人ひとりが広報マンとして周囲に声かけを
行うこと、それも勧誘は「複数人で」「複数回」、また「勧誘強化月
間の設定」等の創意工夫が必要です。
　そのほか、明快な目標を設定する、クラブのPR 活動の工夫、認
知度の向上、多彩な活動メニューの充実、役員負担の軽減（任期
の短縮や一つの役割を2 ～3 人で分担など）、女性会員の特色を
生かす、若手会員の組織化、有益な情報を提供など、各単位クラブ
に合致する方法を探してみてはいかがでしょうか。

　山家クラブにおきましては、年度活
動計画に基づき毎月1 回の定例会議
をはじめ、健康・友愛・奉仕の三大運
動を柱にペタンク大会、会員相互の見
守り、地域への奉仕としてのお宮掃
除・空き缶拾いなど、特に最近におい
ては会員の教養活動の一環として、会
員相互の融和親睦を目的に8 月22 日
に筑前町大刀洗平和記念館を見学、先
人の国防精神の強さ等専門家による
親切な説明を受け、改めて平和の尊さ
を実感したところです。その後は、甘
木観光ホテルにおいて食事会に花を
咲かせ、芝居見物など有意義な一日を
過ごすことができました。
　なお、過去においては、山家地区3
単位クラブ会員、数にして約50 名を
数える大人数で活動していたらしい
のですが、時の経過につれ、会員も次
第に高齢化し新たな入会者もなく、現
在に至っては会員数13 名と激減、少
数クラブの意地と根性でもって目的
達成に向け会長以下頑張っている次
第です。
　また、筑紫野市シニアクラブ連合会
の各種行事には積極的に参加してお
りますが、現在の13 名という会員数
では山家クラブの存続も危ぶまれ、将
来が懸念されるのが現状です。

会勢拡大のための提言山家地区クラブの
� 現状について

御笠地区
上阿志岐西クラブ

山家地区
山家中央クラブ

副会長　坂口　和也副会長　坂口　和也副会長　坂口　忠久副会長　坂口　忠久



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（7）第 91号（7）第 91号 令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

総
務
部

総
務
部

市
シ
ニ
ア
連
　
第
39
回
シ
ニ
ア
祭
り
開
催

賑
や
か
に
華
や
か
に

賑
や
か
に
華
や
か
に

��
練
習
の
成
果
を
披
露

練
習
の
成
果
を
披
露

　

第
39
回
を
数
え
る
シ
ニ
ア
祭
り

が
11
月
11
日
（
月
）、
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
カ
ミ
ー
リ
ヤ
）
内

の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
娯
楽
室
に

お
い
て
会
員
約
２
０
０
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
以
前
に
行
っ
て
い
た
会

員
に
よ
る
作
品
展
示
会
は
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
芸
能
大
会
は

39
組
・
約
60
名
が
思
い
思
い
の
衣
装

を
ま
と
っ
て
、
詩
吟
・
民
謡
・
楽
器

演
奏
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
・
か
っ
ぽ
れ
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
賑
や
か
に

そ
し
て
華
や
か
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
に
つ
れ
、
惜

し
み
な
い
大
き
な
声
援
と
拍
手
で

大
入
り
の
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

会場を練り歩くひょっとこ踊り♪お
昼
は
お
に
ぎ
り

お
昼
は
お
に
ぎ
り

引
き
換
え
券
と
交
換

引
き
換
え
券
と
交
換



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 91号（8）第 91号（8）令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

体
育
部

体
育
部

　

9
月
25
日
（
水
）、
爽
や
か
な
秋

空
の
も
と
諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
地
区
の
予
選
会
を
通
過

　

栄
え
あ
る
優
勝
は
、
3
連
勝
し
た

チ
ー
ム
が
2
チ
ー
ム
の
み
と
い
う
接

戦
を
制
し
た
光
が
丘
チ
ー
ム
（
筑
紫

南
地
区
）
で
し
た
。

　

な
お
、
当
日
は
女
性
部
の
皆
さ
ん

に
も
審
判
員
等
と
し
て
協
力
い
た
だ

き
、
ス
ム
ー
ズ
な
試
合
進
行
が
図
れ

る
よ
う
対
処
し
ま
し
た
。

し
た
23
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
1
コ
ー

ト
4
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま

し
た
が
、ど
の
試
合
も
接
戦
が
続
き
、

大
変
盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

市
シ
ニ
ア
連
　
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

光
が
丘
チ
ー
ム
大
接
戦
を
制
し
優
勝

光
が
丘
チ
ー
ム
大
接
戦
を
制
し
優
勝

順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 満生　省三 山　家

準優勝 飯野　保生 ちくし

第３位 立石　寿　 針　摺

第４位 奥田　頼信 ちくし

第 5 位 真鍋　政行 俗明院

◆男性の部◆男性の部

◆女性の部◆女性の部
順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 平山 　輝子 永　岡

準優勝 吉永 　照子 ちくし

第３位 山田 　杉子 みかさ台

第４位 内田 千鶴子 針摺東

第 5 位 花田 　清子 東吉木

　

11
月
19
日
（
火
）［
15
日
（
金
）

か
ら
順
延
］、
諸
田
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
、
筑
紫
野
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
通
合
会
秋
季
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
日
程
変
更
の
影
響
も
あ

り
若
干
参
加
者
数
が
減
少
し
ま
し

た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
各
地
区
の

予
選
会
を
通
過
し
た
皆
さ
ん
は
日

頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
な
が

ら
、
楽
し
く
交
流
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
ス
コ

ア
集
計
ま
で
の
時
間
を
活
用
し
て

市シニア連
秋季グラウンド・ゴルフ大会

優勝の栄冠は優勝の栄冠は
満生氏（山家）に！満生氏（山家）に！

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
を
行

い
、皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
総
合
優
勝
は
、
ス
コ

ア
54
の
満
生
省
三
さ
ん
（
山
家
）、

女
性
の
部
優
勝
は
平
山
輝
子
さ
ん

（
永
岡
）
で
し
た
。

　

な
お
、
男
女
別
の
上
位
5
位
ま

で
の
入
賞
者
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。

大会結大会結果果（敬称略）



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（9）第 91号（9）第 91号 令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

体
育
部

体
育
部

順　位 地区名地区名 チーム名

優　勝 筑紫南 光が丘

準優勝 二日市東 紫

第３位 二日市東 針摺東

第４位 御笠 牛島 A

第 5 位 二日市 次田 B

大会結大会結果果

い
で
絶
好
の
ペ
タ
ン
ク
日
和
で
し

た
。参

加
チ
ー
ム
の
中
に
は
、
今
回

初
め
て
ボ
ー
ル
を
手
に
す
る
チ
ー
ム

も
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
に
幾
度
と

な
く
入
賞
し
た
強
豪
チ
ー
ム
も
あ
っ

て
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

ビ
ュ
ッ
ト
を
目
が
け
て
「
元
気
に
笑

顔
で
一
投
入
魂
」
の
白
熱
し

た
試
合
展
開
と
な
り
、
6
コ

ー
ト
の
頂
点
に
立
っ
た
の
は

筑
紫
地
区
の
ち
く
し
チ
ー

ム
で
し
た
。

大
会
結
果
は
表
の
通
り

で
す
。

な
お
、
体
育
部
委
員
よ

ち
く
し
チ
ー
ム（
筑
紫
地
区
）

ち
く
し
チ
ー
ム（
筑
紫
地
区
）

が
優
勝

が
優
勝

女
性
部
に
よ
る
ペ
タ
ン
ク
大
会
が

10
月
21
日
（
月
）、
諸
田
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
24
チ
ー
ム
（
1
チ
ー
ム

は
当
日
棄
権
）・
約
１
０
０
名
が
参

加
し
て
、
コ
ー
ト
6
面
を
使
っ
た
各

コ
ー
ト
・
4
チ
ー
ム
の
ト

リ
プ
ル
ス
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
方
式
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
当
日
は
前
日
か
ら

の
雨
も
上
が
り
、
こ
れ
ま

で
の
厳
し
い
残
暑
も
和
ら

女
性
部 

ペ
タ
ン
ク
大
会

順　位 地区名地区名 クラブ名

優　勝 筑紫 ちくし

準優勝 筑紫南 光が丘

第３位 筑紫南 美しが丘北

第４位 御笠 原

第 5 位 御笠 牛島 B

第 6 位 二日市 曙町

第 7 位 二日市 次田 A

第 8 位 山家 山家

第 9 位 筑紫 下見 A

第 10 位 御笠 上阿志岐西

大会結大会結果果
り
コ
ー
ト
の
設
営
、
審
判
や
ス
コ
ア

の
つ
け
方
の
指
導
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
も
、
名
実
と
も
に
女
性
部
委

員
が
中
心
と
な
っ
て
大
会
運
営
に
あ

た
り
ま
し
た
。体
育
部
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
女
性
部
長 

内
場
律
子
）



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 91号（10）第 91号（10）令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

大 会 結 果
（敬称略）

Aパート
優　勝 七　段 内場　高広 二日市東（石崎）
準優勝 三　段 内田　健二 二日市東
第3位 三　段 緒方　裕之 二日市

Bパート
優　勝 初　段 平嶋　裕史 御笠（原）
準優勝 初　段 椛嶋　裕幸 筑　紫
第3位 二　段 古代　勝利 二日市東

　下記の通り夏季囲碁大会を開催します。多くの方のご
参加をお待ちしています。初心者の方も大歓迎です！ふ
るってご参加ください。

夏季囲碁大会のご案内夏季囲碁大会のご案内

【日　時】令和 7年 6月 30日（月）
【会　場】カミーリヤ視聴覚室
【受　付】8：30〜（9：00開始）

★ 申込締切日 ★
令和7年6月19日（木）
※�お申し込みは、各単位クラブ

の会長へご連絡ください

市
シ
ニ
ア
連 

秋
季
囲
碁
大
会

熱
き
戦
い
を
制
し
た
の
は

熱
き
戦
い
を
制
し
た
の
は

内
場
さ
ん（
石
崎
）と
平
嶋
さ
ん（
原
）

内
場
さ
ん（
石
崎
）と
平
嶋
さ
ん（
原
）

　

令
和
6
年
10
月
10
日
（
木
）、

カ
ミ
ー
リ
ヤ
視
聴
覚
室
に
て
秋

季
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
16
名
。
そ
れ

ぞ
れ
5
試
合
を
行
い
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
、
昼
食
を
は
さ
ん
で

5
試
合
連
続
で
対
局
し
た
皆
さ

ん
の
集
中
力
に
感
嘆
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

文
教
部

文
教
部



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（11）第 91号（11）第 91号 令和 7年 1月 1日令和 7年 1月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

9月 15日〜 21日　老人週間9月 15日〜 21日　老人週間

二日市地区二日市地区

次　田次　田

大　門大　門

鳥　居鳥　居

武　蔵武　蔵

曙　町曙　町

上古賀上古賀

湯　町湯　町

六　反六　反
京町北京町北

天拝坂天拝坂

山家中央山家中央

山家地区山家地区

全国一斉社会奉仕の日

清掃活動で地域へ感謝届ける清掃活動で地域へ感謝届ける
　今年度も地域へ日頃の感謝を込めて清掃活動等を実施しました。来年度も会員で協力して取り組
んでまいりますので、皆さんのご参加をよろしくお願いします。



第 91号（12）令和 7年 1月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

9月 15日〜 21日　老人週間9月 15日〜 21日　老人週間

筑紫地区筑紫地区

永　岡永　岡

下　見下　見

桜　台桜　台

筑紫南地区筑紫南地区

原　田原　田

美しが丘北美しが丘北

ちくしちくし

光が丘光が丘

筑紫第3筑紫第3

西小田西小田

美しが丘南美しが丘南

筑紫駅前通筑紫駅前通

隈クラブ隈クラブ


